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〈
、
滑
べ
る
よ
・
ヴ
に
出
品比
し
た

「例
日

町
民
H
rJ

」。
出
発
し
た
と
た
ん
、
’
V
7
一納

山M
L
市
山
駅
に
桁
〈
凶
引
に
は
、
は
ろ
臥川

い
気
分
。
さ
す
が
に

J
ね山崎
敷
州
市
下
旬

た
た
ん
に
廃
わ

っ
て
、
ボ
窓
を
よ
V

号
、る

山
間
の
灯
リ
に
同
を
は
せ
な
が
ら
飲
む
桝

は
ま
た
絡
別
。
こ
れ
に
%
を
良
く
し
て

起
床
の
案
内
の
時
間
ま
で
飲
み
続
け
た

人
も
い
る
と
か
？
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法

問
門
U
中
を
M
丸
、
上
H

悩
む
寸
（通
称
、
ぽ
っ
く

り
上
寸
）
て
の
析
L
Y
－
－
フ
ル
」
行
い
、
「山
崎
れ
る

向
山
本
」
と
賞
判
制
さ
れ
る
よ
一恨
の
ほ川
て
布

れ
な
益
事
附
与
を
め
ぐ
り
、
出
比
が
後
掛
川
に

俳
れ
遊
山
へ
小
Z
H
民
公
川
聞
で
H

汁．
b
内

午
後
か
・
り
は
、
自
然
の
な
か
に
し
勺

と
り
と
と
け
こ
ん
で
い
な
が
・
り
も
、
古

代
人
の
壮
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感
岐
す

る
米
大
与
を
め
ぐ
る
ω

「ト人
制
は
川
の
ま
は
ろ
ぱ
、
た
た
な
づ

く
山
．い
川
山
ご
も
れ
る
大
和
し
う
る

わ
し
‘
！
ー
と
か

つ
て
の
行
集
歌
人
が

う
た

ヮ
た
よ
・
7
に
、
し
勺
と
り
と
必
れ

つ
い
た
采
ら
か
な
イ
メ
ー
ジ
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と
も
か
く
も
、
う
だ
る
ヰ
ヲ
な
討
さ

の
中
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の
大
和
尚
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併
さ
と
の
た

た
か
い
だ
っ
た
一
日
本
人
の
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の
ふ
る
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小
山
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を
ひ
し
ふ
ぐ
り
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さ
て
へg

hwH
の
UM
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八↑
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ハ
1
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ニ
で
の
安
ん
ぶ
に
は
湘
u
h泣
い
人
数
が

一

川
に
九
五
し
、
飲
め
や
4
4
・
え
の
た
M
V
J，

…M

……s…
 

州
リ
叫
に
ハ
｜
ク
キ
小
テ
ル
を
山
花

I
I
I
－1
司

i
．6
J
ap
〉
μ
r
A下
内
正
d
u
n
－t
’・1
・

’A
l
I

，a、64
f
faTZ
ノ
グ
・

ωIVLruμ

U
H
1

J
1・
’
；

t
，

1
j
L
4
i
p－

－

1

で
、
・以
W
川
駅
か
り
・山
た
た
ひ
．
わ
り
時
数

川
，
U
ド

、
山叶

l
Hり

J

℃’
J
J

＼

u
r
h
r
4
、円，

4
9

4
I
H
－－

，
a
g
d

4

 

のいと’
H
州民
ト人九
五
テ
レ
ビ
小
川
肝
は
、
参
加

行
会
川
忘
れ
る
・－と
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で
き
な
い
思
い
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E
な
勺
た
こ
と
で
し
ょ・

1
－
と
も
か
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れ
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が
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9
月
幻
自
（
木
）

い
っ
せ
い
清
掃
運
動
の
目

川以沿
の
カ
－J
飲
料
の
川
作

Hm－火
に
と

も
な
い
飲
川
後
n
u
ψ
ス
カ
ン
か
辺
助
mu叫
び

そ
の
川
辺
副
院
光
地
、
行
内
山
本
地
、
公
叫
ん
広

州
場
に
的
て
ら
れ
、
H
礼
会
問
組
化
し
て
い

牢

t
Jニ

の
欣
乱
に
は
い
ろ
ん
な
が
が
々
え

ら
れ
ま
す
が
、
消
代
行
の
モ
ラ
ル
の
似

ド
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
こ
の
H
位
以

に
2
n
似
し
て
い
ま
す

ニ
の
よ
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ー
な
状
況
を
ふ
ま
・え
9
け
を

ャ
．ヵ
ン
の
投
げ
伶
て
ル
防
ぐ
た
め

く
ず
カ
ゴ
の
投
前
や
肉
付
九
州
リ
山氏
の
配

衡
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
付
時
点
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
以
後
は
市
代
す
る

一
人

ひ
と
り
の
心
が
け

一
つ
で
す
ω

あ
な
た
も

一
昨
は
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

動
に
参
加
し
て
み
る
と
か
、

泊
り
す
か

り
に
け
に
つ
い
た
時
計
カ
ン
を
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コ
で
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一
年
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に
生
旅
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れ
る
宅
・ヵ
ン
一
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t
u
カ
ン
．
M
川
聞
と
l
ヘ
9
川
幻
け山附
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全
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川
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し
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ま
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え
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年
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え
る
叫
し
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ン
な
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の
欣
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ゴ

ご
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な
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し
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制仰と
し
て
生
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ナ
た
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に
．
み
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が
協
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し
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始
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と
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と
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れ
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凡
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二

C
億
例
つ
く
る
に

は．

一
年
間
の
不
足
則
屯
力
約
一ニ

O
H

附
術
分
む
の
活
力
が
必
．安
な
の
で
す
，

一
灯
、
叫
し
カ
ン
を
出
門
出
H
一
織
化
す
れ
ば
、

消
苅
沌
力
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新
し
く
つ
く
る
場
合
に
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幻
分
の
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ま
す
か
ら
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ル
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収
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収
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ょ
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V
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は
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せ
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V
断
純
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術
を
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ま
す
レ
τu人
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お
と
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し
く
な
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ま
す
獣
医
き
ん
に

制
ぷ
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ま
し
ょ
・
円
，
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m
H
8日
｛金
）
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り
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え
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刊
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！
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』
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は
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陥
債
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左
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＠
M
バ
ロ
日
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｝

9
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tω
・叩山

中
山
へ
農
協ぶ閉山
M
K
一叶小川

日・
ω
1
U
・加
山
中
央
農
協
“
附
山民
主
一州日川

＠
凶
月
日
目
｛水
｝

9
・却
1
H
・附

山・火州
刷
協
山
崎
－
－
A
川
仰

は
・山
1

M
－
m
ト〈
山
草
山
向
刷
協
山川

o
m月
M
日
（本
｝

9
・∞
1
M
・
山
戦
七
会
館
前

ニ
の
は
ど
財
団
法
人
、
日
本
船
舶
保

興
会
が
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
公
益
金
に
よ

る
補
助
事
業
と
し
て
財
団
法
人

・
日
本

消
防
協
会
へ
寄
贈
し
た
う
ち
の
新
鋭
指

令
単

一
ム
け
が
配
償
さ
れ
ま
し
た
。

指
令
市
は
三
袋
ギ
ャ
ラ
ン
シ
グ
マ
、

エ
ス
ラ
l
ト
パ
ン
で
俳
%
以

一
、
．九
九

0
C
Cで、

ぶ
色
刷
転
灯
、

拡
声
総
隼
寸

が
装
備
さ
れ
て
お
リ
、
火
災
時
の
指
令

や
防
火
広
報
活
動
な
ど
側
広
い
消
防
爪

動
に
わ
ね
け
る
活
wmが
州
制
作
さ
れ
ま
す
。

。ω川凶
日
エ
ヘ
｝

Z

U

3

り

ド

ト

仁
、‘．
L
W
H
刈

l

．0
1

1
り

，

F

・2
2
l
am－
H

W

掠
注
意
g－項

作
料
金
は
．
次
の
と
お
リ
で
す
ゅ

絞り
M
T敬
料

2
、
1
0
0判

注
射
料

l
‘
0
0
0円

佐
川
別
術
祭
交
付
子
数
料

3
6
0
円

－
b
八
に
な
れ
た
人
が
巡
れ
て
き
て
く
だ

也
、
い
伺

・
生
後
三
ヵ
川
以
上
の
犬
は

必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
・
1

．

一一一
志

一

月

…は

一一
心

…一身

障

害

者

保
伝
…
…
…

γ

心
身
障
害
者
の
極
刷
促
進
に
つ
い
て

は
、
皆
同
僚
方
の
ご
理
解
に
よ
り
迩
年
成

田
京
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
最
近
に
↑
わ
け

る
交
通
事
故
等
の

m加
か
ら
際
答
者
も

震
度
化

・

m加
の
傾
向
に
あ
リ
ま
す
＠

魚
津
公
共
聡
業
芦
や
附
で
は
9
月
l
H

よ
り
9
月
初
日
ま
で
の
l
ヵ
月
聞
を
心

身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
と
定
め
、
未

必
騒
者
の
把
爆
及
び
そ
の
労
働
能
力
に

応
じ
た帥
刷
業
へ
の
あ
っ
綻
等
械
極
的
に

と
り
く
む
こ
と
に
し
て
お
リ
ま
す
‘

な
お
心
身
障
害
者
を
新
し
く
雇
い
入

れ
る
市
中
業
主
の
方
に
対
し
て
の
助
成
金

制
度
や
心
身
隊
害
者
の
方
々
に
も
就
総

会
容
易
に
す
る
た
め
の
無
料
技
能
訓
練

受
縫
制
度
が
あ
リ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、

魚
津
公
共
帥
刷
業

安
定
所
朝
日
分
室

（朝
日
町
泊
側
、
8

2
1
0
1
9
8
）
へ
わ
り
問
い
合
せ
く
だ

葉、い
。

＠ 
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国民健康保険税
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朴
肌
～
℃
金
倣
公
山
却
で
は
、
本
年
8
Hけの

台
風
叩
サ
に
よ
り
仲
間
・
一
色
に
彼
巾
K
M
b
丸
A
け

た
打
に
付
し
て
、
附火山帆い山間卵、佐官
の
也

ぷ占
H
A
収
ま
た
は
鮒
修
資
分
・の
岨恨み
H
を
行

い
ま
す
ω

V
申
込
期
間

昭
和
幻
年
8
H川
凶
H
か・り

同
月
初
臼

｛上
）
ま
で

V
回開資
条
件

ω也同組
（5
訓
以
上
の
被山
R
H
b
p，h
け

た
勘
九
H
｝

O
耐
火
締
造
：
：
：
側
が
川

｛お
年
｝

O
木
造
：
：
j
i
－－

m
u川
｛お
年
）

O
土
地
取
得
代
：
・
ω
U
H
川

O
利
午
：
：
：
年
5
・
0
5
%

｛
｝
は
的
泣
則
川

ω補
修

｛
5
訓
以
内
、
川
万
円
以
上
）

O
耐
火
山
間
近
・
・
・
・
・
・
仰
が
川
以
ド

。
木
造
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
測
が
川
以
ド

O
修
転
作
H
等・－－－－－

m万
円

。
利
本
：
：
：
年
5
・
0
5
%

。
償
還
期
間
：
：
：

ω年
以
内

持
制
に
勺
い
て
は
、
川
取
得
り
の
ハ
日
じ

令
融
公
柑
業
務
取
扱
令
織
機
関
へ
ω

登
記
等
無
料
相
談
会
を
実
施

山
山
県
司
法
h
nH

L

会
で
は
川
川
I
H

の

、法
の
日
」
に
枝
川
、
供
託
．
訴
ぷ

込
ど
に
附
し
て
也
…
料
刷
出同
会
今
、
実
施
し

ま
す
。
公
約
に
ご
米
効
く
だ
さ
い
‘

ー ァー

一 一

I lム

I I.~＇ 行
F 川例午 ~i 政
含 1-.H 1ili l絹
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，；主

1 l l叶
ム
人
権
法
律
・
登
記
相
談

II 

9
け
幻
日
『火
｝

午
俗
l
時
1
午
ほ
J
山，

削別
H
町か川
社
セ
ン
タ
ー

入
札
悦
雄
必
安
川

－
川
選
二

（

E
2
｜

υ
1
2
7
－
 

h

札
川

umH

－8
2

2

1
6
4

－
 

t
，T

－

M
 

F8
1
1
1
り

3
4｝

内

一相
談
H

ご 案と・－－．ー
ム

時 ’L'
’ ftc 

と
相
談

ω週
火
山
叩

u

rd川
川
時
1
午
後
日
J

川町

制
日
間
M
M
セ
・
ノ
タ
l

－8
1
 

Iめ

ドIi

り

FJ
7
・h

ム
交
通
事
故
巡
回
相
談

Q> 
II 

内μ
1・
・，、
，s
l
H
f
I
’

A

－hIF
－
－

－－－
E

，
“””
e
，‘
 

JU
I

山一川
りし
f
1

．ト
を
・3
br

’
l
l
H

’
1
・H

m…
郷
山
中
央
公
民
航

お
l
・
3
水山町
H

・Lι川
り
b
f
1

．ーを
3
七
寸

，
B
t
z
z
u
p

，
，，1
・・
u
p

i
ζ
l
I
・ωド
除
砂
、
，
．

A

－’j
w

，

HAq自”
引川ψ
相ノ・・
ρ
川
4
・M
l

h
n
b
r
r由
巴
．
J
I
H
U、1
1本
b
R
4
・

自
”

e
M
l
H’
l
H
？”
J
4
t

:_y 
II t：必
H.'f』i1r

場
I’J『

0
日
時

山
川
l
U
（会
｝

午
前
川
時
l
午
後
九
時
ま
で

制
日
町
制
批
セ
ン
タ
ー

O
場
所

年

金

制

度

は

こ
の
よ
・

2
と
冬
、
そ
の
移
り
変
つ

た
年
金
制
度
の
す
べ
て
の
加
入
期
間
を

通

算

さ

れ

ま

す

ム
回
全
初
年
ま
た
は
お
年
に
な
れ
ば
逗

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
は
じ
め
と
算
在
齢
年
金
』
を
7
け
る
ニ
と
が
で
き

す
る
、
わ
が
凶
の
公
的
年
金
制
度
で
は
ま
す
・

老
齢脚
年
金

｛共
済
組
合
は
泌
総
年

摺
争
争
争
＆

金

7
1け
る
た
め
に
は
、
初
年

im

＝－

ま
た
は
お
年
の
加
入
期
聞
が
必
，侠

畠m

d
」

で
す
。

mw喝
唱

し
か
し
、

一
宇
の
聞
に
は
、
版
業
が

変
わ
る
ニ
と
も
あ
り
、
一
つ
の
制
昨
は
だ

け
で
老
齢
年
金
を
ヲ
け
る
期
間
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
・
』
と
も
あ
り
ま
す
ω

一一

9
月
に
支
払
わ
れ
る
川
民
年
令

抽ー

は
．
い
つ
も
の
飢
よ
り
多
く
な
っ

V

て
い
ま
す
。

－
4
4
3句
4
4
4
a

保
険
料
ル
、
納
め
て
・
1
け
る

ε紛

ニ
の
ほ
か
、
年
余
制
度
に
は
加
入
問
年
金
や
降
前
日
年
金
、
時
f
年
金
な
ど
が
、

聞
な
ど
に
、
い
ろ
い
ろ
特
例
が
あ
リ
ま

8
H円
か
・
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
の
た

す
の
で
、
国
民
年
金
係
へ
え
較
に
わ
り
た

め
6
1
8月
分
が
支
払
わ
れ
る
9
月
期

ず
ね
く
だ
さ
い
。

に
は
8
川
分
が
m
M
m
と
な
っ
て
い
ま
す
＠

金

だ

よ

り

歌
会
始
詠
進
歌

お
題
は
「島
」

昭
初
日
年
秋
会
始
め
の
わ
り
胞
は

J
f

と
ん
必
め
・
り
れ
ま
し
た
詠
進
希
明
訴
は

は
次
の
安
領
で
詠
進
し
て
く
だ
さ
い
“

’v
詠
進
4
4
は、

一
人

一行
と
し
、
水
先

炎
の
も
の
，

V
A
パ
は

M
の
よ
・7
に
字
紙
を
こ
っ
折

り
に
し
、
ト
れ
字
削
に
わ
U
M
胞
と
秋
、

N．下

耐
に
山
野
州
民
番
サ
、
作
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
及
。ひ
批
判
定
を
記
入
し
て
く
ど

当
、ぃ

－v
eみ
進
め
期
間
は
、
今
年
内
引
け

l
uか

・
り
山
川
ロ
れ
ま
で
｛
消
印
い
か
U
H
の

も
の
は
省
効
）

－v
あ
て
先
は

「〒
川
市
恥
点
都
「
代
凶
K

r代
凶
l
番
l
サ

山

内

庁
」
と
し
、

封
筒
に

「詠
選
歌
」
と
記
入
の
こ
と
。

v
d
し
く
は
、
山
内
庁
式
郎
総
あ
て
に

um－
u
m切
予
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え

て
9

H
川
末
ま
で
間
い
九
H
わ
せ
く
ど
き

南約
制
セ・
7
T／
i
ト

凶

作

｝

｜
｜
川
｜
｜
｜
」

4
一

－

一

式
一
：：
：
・
－折リ

U
i－
－・

一
行

代日

一
一
郎
似
寄
り
・
作

J

一
U－1

J
 

一

氏

↑
約

制
帽

年
11 !J・ 
II ,;Jr 

れな

%i 

1
・一一一一一
一消

防

職

員

一の

一一一一一一

よ
い一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一

一
採

用

一
試

験

一を

一
行

い

ま

一一
す

一

制
日
町
消
防
本
郷

｛V
2
に
わ
ね
い
て
し
仙
寺
川
f
校
宇
業
の
宇
一
脈
ル
行
寸
る
俗

消
防
の
業以聞
に
従
悦
・
す
る
戦
へ
の
採
川

削

H

，
r
m初
日
午
3
川
本
仲
来
日
比
込
〈
〉
受
験
申
込
手
続

以
験
を一
行
い
ま

す

み

の
行
む
合
む

』

巾
込
別
紙
に
日
所
定
の
が
瓜

b
k・人

。
賦
験
の
日
時
・
喝
所

し
、
同
防
白
川
を
添
え
て
州
日
町
役

マ
第
一
次

ぷ

験

場

総

務

諜

へ
提
出
の
ニ
と
。

明
初
日
年
・

ω川
剖
N
－H
H
V

中
込
川
紙
は
、
制
H
町
役
場
総
務

自
山
市
し
弘
之
同
小
川
f
牧

諜

に

わ

り

い

て

・

父

付

し

ま

す
b

マ
第
二
次
ぷ
験

八
〉
受
付
期
間

第

一
次
試
験
へ
い
物
泌
知
に
併
せ
昭
初
日
年
9
川
お
日

（土
）
か・り

て
通
知
し
ま

ナ

附

初

計

年

・

山

川

5
H
－火
守
ま
で

O
鼠

験

内

容

〈

V
そ
の
他

マ
第

一
次

ぷ

験

問

い

へ

H

わ
せ
，
え
は
‘
は
川
A
m
叫以来

牧
民
淀
ぷ
験
I
、
作
L
L
A験

内
な
ど
は
、
川
判
川
町
役
場
総
m
A

マ
第
二
次
ぷ
験

－8
3
t
l
l
り
り
｝
へ

牧
民
党
ぷ
験
日
、
山
級
品
川
駅
、
身

体
検
み
H
L

油
社
検
点
川
、
体
力
品
開

〈
〉
採
用
予
定
人
員

U
l
u
h
 

〈
〉
受
験
資
絡

上
級
｛
昭
初
制
年
4
川
2
け
か
－
h

昭
和
部
作
4
H
り
l
Hま
で
に
生
ま

れ
た
将
司
＼
乍
校
教
打
法
に
よ
る

大
争
点
・
た
の
q
’M
b有
ナ
ゐ
巾Hpl切

附
何
回
作
3
川
ぃ小
V
K
H
凡
込
ん
の
いれ

し
か
L
U
｝

初
級

－
m如
刊
訂
年
4
川
Z
H
か・り

附
制
却
炉
1
4
H
け

l
nま
で
に
小
しま

れ
た
お
て
、
川
f
MK
数
行
法
に
よ
る

趣
味
の
講
座
を
開
き
ま
す

中
央
公
民
館
で
は
、

州

川

町

令

械

を

小

火
尚
紛
れ
れ
不

H

川仏製
に
い
ろ
い
ろ
な
鍾
昧
牧
民
党
の
岨
鳩山
叩，

9
川
か・しリ
間
A
nu
tdの

を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
り
け
か
・
り
次
の

・
町
民
大
学
鳩
座

ス
偽
札
制
夕
刊
．
仰

ょ・
1
に
新
し
い
み
山
地
．を
聞
き
ま
す
。

L
H
．r
u
y
少
余
umあ
り

・

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

e

代
前
峰
村
制
殺
本

－尚
U
／
切
』

mk代
開
催
中
の
む
の

・
古
典
文
学
講
座

（ん
必
は
川
弘
、山
品

。
コ
l
ラ
フ
二
教
本

｛刺
川
町
市川
W

9
け
ド
旬
，

r定
、
近
〈
鉱
山
沢
安
川

地
U
R
｝

党れ

H
f・－

。
陶
芸
勲
一
糸

［！！！：すfコ
附
初
日
年
度
の
閉山
2
M

危
険
物
取
ぬ
い
れ
ぷ
叫
吹
か
次

の
於
制
で
実
地
き
れ
ま
「

。
試
験
の
実
施
種
別

・
中
川
危
険
物
山
削
減
行

ぷ
級

・乙
Mm

。
試
験
の
実
施
日

H

’・4
阿川川
崎，，0

・
・a．．．． 
，，
 
．．． 
，，
 

仙川和
5
白
叶

1
1
4
’”

－

aし
ら
せ
か
わ
ら
版

＠ 

増
額
さ
れ
ま
す

9
月
の
支
払
い
額

N
H
K
学
園
通
信
鴎
座

受

m者
擁
集
中

N
H
K学
問
で
は
、
昭
和
幻
年
度
秋

の

「社
会
通
信
講
座
」
の
受
講
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
も

こ
の
必
伴
一は
、
リ
ポ
ー
ト
の
添
削
が

中
心
で
、
だ
れ
で
も
H
毛
に
い
な
が
・
しり

内
分
の

mへH
の
よ
い
時
川
に
、
日
分
の

ぺ
l
ス
で
学
べ
る
も
の
で
す
。

必
市開は

可倣H
道
」
「
州
事
」
「
叫吋と

チ
の
硬
策
」
「
簿
記
」
「
俳
句
」
「
丈

高早
」
「
絵
両
」

「閥
幹
」
「
央
政
」「
数

学
』
「
同品川
」
の
日
講店
内
M
コ
l
ス
で

す
。
9
月
初
日
ま
で
受
付
け
て
お
リ
ま

す
れ詳

し
い
案
内
舵店
希
望
さ
れ
る
打
は

N
H
K市
山
政
送

M
へ
。

－
省
a・
鍵
衝
属

に

saを

県
勤
労
台
美
術
M
慣
が
次
の
と
ね
リ
開

削
服
さ
れ
ま
す
の
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
a

一
、
と
き

ω川
却
日

｛令
｝
1

二
、
と
こ
ろ
山
山
県
民
会
館
地
ド
炭

．ド
州
場

三
、
出
口
聞
で
以
内
の
が
業
，
品
川
に
勤
務

き
る
者

し
て
い
る
入

園
、
部
門

日
本
州

・
洋
州
・
壮
行
・

一ひ
市民

－
r

J
川崎明

五
、
申
込
期

H
V
け
M
m
M
L
小

i

間

川
け
同
日

『山市
・

ぷ
削
棚
・
山
中
は
R
川に
勺

い
て
は
、
県
庁

内
労
政

m．
ま
た
は
役
場
泌
総
ぷ
・
品
川
・l

水晶叶
．係

『2
1
M
l
l
り
り
内
減

m－へ

れ
問
い
ん
H

什
－く
ど
う
い

試

;・i・; ;i；委
·~ 1.~ I 

~，·， ·， 所

~ II｛｛ 震
で5I 

年の
JO受
Jj付

，， 

車京
将
州
制
に
つ

い
て
は
制
け
町
消

防税引

（
8
3
H
0
0
0
9得
－
へ

お
間
へ
H

せ
く
だ
さ
い
ω

－
お
し
ら
ぜ
か
わ
ら
版

＠ 4
2
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d
司直
径
初
セ
ン
チ
の
戸
メ
リ
カ
フ
ヨ
ウ

鰐
景総

点

描

川
鉄
山
駅
に
近
い
栄
町
の
軒
以
文
犬

さ
ん
打
の
花
仰
に
は
、
削
別
級
や
カ
ン
ナ

に
川悦
勺
て
、
7
H月
初
臼
引
か
ら
町
内
で

は
あ
ま
り
は
か
け
な
い
大
き
な
花
が
8

け
ド
仙
，
ま
で
附
い
て
い
ま
し
た
。

花
似
の
予
入
れ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
仕
事
と
い
う
こ
と
で
、
わ
ね
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
花
の
名
前
を
た
ず
ね
る
と

「
ア
メ

リ
カ
フ
ヨ
ウ
」
と
い
う
名
で
、
例
年
だ

と
7
川
下
旬
か
ら
8
月
刊
日
頃
ま
で
の

紛
い
附
し
か
咲
い
て
い
な
い
が
、
今
年

は
改
誌
の
U
W
特
か
い
つ
も
よ
リ
－
此
〈
化

を
山
本
し
め
た
と
い
う
ニ
と
だ
。

スポットライト

県立；白高等学校教諭

山岳部顧問 詮 安

ひ

先
月
号
で
皆
さ
ん
に
、
一
出
向
山
伐
の
山

岳
部
、
米
，
K
春
美
さ
ん
、
以
来
氏
山
美

さ
ん
、
山
本
孝

f
さ
ん
、
白
け
日
正
伐
さ

ん
の
4
名
が
全
国
高
等
小
校
総
合
体
育

大
会

（イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
と
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
存
か
ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
か

い
が
あ
っ
て
み
ご
と
優
秀
校
（
第
3
位｝

に
な
り
ま
し
た
。
競
技
に
は
、
体
力
、

歩
行
、
学
科
が
あ
り
、

4
人
は
特
に
竿

科
が
ほ
ぼ
百
点
満
点
と
よ
く
頑
張
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
も
顧
問
の
先
生

の
日
頃
か
ら
の
指
却
の
た
ま
も
の
と
、

今
回
は
、
長
年
泊
高
校
で
山
岳
部
の
街

導

μカ
を
注
い
て
お
ら
れ
る
辻
先
生
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
の

さあ報広

凋
U
寸
ハ
ノ

ι
n
o

－
み
ん
怠
の
広
樹

先生

’
川
迎
士
総
日
の
午
後
、
約
川
の
陶
芸

娯
来
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
の
王
制
を

中
心
に
、
勤
労
者
、
在
若
男
女
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
ぷ
ん
だ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り

ま
す
。

町
の
中
央
公
民
館
で
は
、
昨
年
陶
送

教
不
を
開
設
し
、
二
十
余
名
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
第

に
励
む
ギ
も
あ
り
‘
馴
れ
ぬ
乎
つ
き
な

が
ら
和
気
あ
い
あ
い
の
ム
ー
ド
を
か
も

し
大
爆
笑
が
渦
巻
く
と
き
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
こ
の
教
・
廷
の
卒
業
生
は
「
町

美
術
展
」
に
多
数
応
必
し
、
多
く
の
人

…依存
n附
と
な
っ
て
あ
り
、
今
年
も
ま
た
、

A
V

店
先
生
は
、
制
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。
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叩
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伐
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。
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介
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反
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・
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と
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述
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近
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鐙
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憾
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絞
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は
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激
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付
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付
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ソ
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反
怖
を
深
め

中l
初
の
M
L

q注
し
て
ん

k
p
C
Mし
ま
し

｝．

i
s
a
 

宵
柳
勿
三
万
九
ヲ
関
m
m
ス

ぇ
．X

一，P
さ
ふ
句《
時
以
伐
山

J
2

2
初
の
栄
冠
制

J

・P・－F』
t

l
三
町
々
長
町
骨
野
村
岬
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仲
軟
式

野
球
大
会
は
宇
奈
月
中

7
フ
ン
ド

f
ヱ

会
場
に
郎
下

η
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
燥
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。
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勝
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8
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ラ
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‘
ポ
川
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．
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・
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叫
打
球
大
会
に
郎
会
代
炎
し
て

出
場
い
た
し
ま
す
ω

マ
バ
レ
ー
ボ
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．叫
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①
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鶴
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よ
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が
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。
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